それら は 却って 私が 桜 を 多くめ でる の あまり 桜の 美観 

が 私の 深処に 徹し 過ぎての 反動 かもしれ ません。 かり 

に 桜の ない 春の 国 を 私 は 想像して 見ます、 いかに 単調 

でありましょう。 あまり 単調で 気が狂おう (£:) そし 

て 日本の 桜花の 層が、 程よ く、 ほどほどに あしらう 春 

のな ま 温い 風 手 は、 徒に 人の 面に うちつけに 触り 

淫れ よう。 桜よ、 咲け 咲け、 うるさい までに 咲き 満て 

よ。 咲き 枝垂 よかし。 

だが、 まだ 私 は、 桜花に 就いての 憂鬱 感ゃ 強迫観念 

を語リ やめよう とする のではありません。 

十 年 前、 私 は 或る 出来事の ために 私の 神経の 一 部分 



の 破綻 を 招いた ことがありました。 私の 神経が そのた 

めに 随分 %ん でしまい ました。 その 春、 私が 連れて行 

きょういん い 

かれた その 狂院 に 咲き 満ちて 居た 桜の 花のお びた だ 

みつうん ぼうば く 

しさ、 海 か 密雲に 対する ように 始め 私 は茫漠 として 美 

感 にう たれて 居る だけでした。 が、 やがて 可憐な 精神 

ゆうほ ききょう 

病患 者が 遊歩す るの を 認めて 一 種 奇嬌な 美の 反映 を そ 

まんて い 

の 満庭 の 桜から 受け 始め まし た 。 無意味に にやに や 笑 

あお がっしょう じゅばん 

う もの、 天 を 仰いで 合掌す る もの、 襦拌ー つと なって、 

脱いだ 着物 を、 うちかえしう ちかえして は眺 むる もの、 

髪 をと いたり 束ねたり して 小さな 手鏡に うつし 見る も 

の、 附き 添いに、 おとなしく 手 を とられて 常人の ごと 



しばふ あゆ ろうにゃく 

く 安らかに 芝生 等の 上 を 歩む もの、 すべて 老若の 

なんに よ あわ むれ ぴ ようぼう 

男女 を 合せて 十 人 近い 患者の 群が、 今し も、 病 房から 

昼餉の のちの 暫時 を兹へ 遊歩に 解放され て 居る の だと 

分りました。 桜花が、 しっきり なしに それらの 上へ 散 

リ かかります。 患者のう ちの ある もの は、 うるさそう 

に それ を 髪から 払いの け、 ある もの は 手 を 振って よけ 

ました。 が 多く は、 細かい 花びらが 頰を 掠めて 胸に 

入っても、 一 向 無関心で ありました。 無関心が 一 層 あ 

われ を 誘いました。 私 は、 診察の 順番 を 待つ 間 II 一 

時間 近く —— うかう かと その 場 fD^ に 見入つ て 居り ま 

した。 先刻から、 殊に 私の 眼 を ひいた 一 人の 四十 前後 
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